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(57)【要約】
【課題】本発明は、キャビネット内の収納物が吸気口に
吸い付いても、火力が低減することなく、通常通り調理
できる機器を提供することを目的とする。
【解決手段】外郭下面の吸気口には側面に開口部を設け
た複数のブリッジ形状を備え、かつ吸気口へ吸気をガイ
ドする凸形状を設けることで、キャビネット内の収納物
が吸気口に吸い付いても、吸気のための冷却通路を確保
することのできる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
鍋等を載置する天板と加熱コイルと前記加熱コイルを駆動するインバータ基板と内部部品
を冷却する冷却手段と前記全部品を支持する外郭を備え、前記冷却手段の下方には、前記
外郭に形成された一体の外部からの空気を吸気させる吸気口を具備し、前記吸気口は前記
外郭下面から外方向へ、側面に開口部を設けた複数のブリッジ形状を備え、かつ前記吸気
口の周辺部には、前記外郭下面から前記吸気口への吸気をガイドする複数の凸形状を設け
た誘導加熱調理器。
【請求項２】
吸気口には、複数の開口穴と複数の突起を設けた請求項１に記載の誘導加熱調理器。
【請求項３】
吸気口は、外郭下面から外方向への凸部を形成し、前記凸部の側面には複数の開口穴が設
けられた請求項１または２に記載の誘導加熱調理器。
【請求項４】
吸気口の外周部には、円周状の複数の凸形状を設けた請求項１～３のいずれか１項に記載
の誘導加熱調理器。
【請求項５】
吸気口の開口部は、本体外周側に設けられた請求項１～４のいずれか１項に記載の誘導加
熱調理器。
【請求項６】
吸気口には、複数の開口穴と階段状の凸部を設けた請求項１～５のいずれか１項に記載の
誘導加熱調理器。
【請求項７】
吸気口には、複数の開口穴が設けられ、その一部の前記開口穴からは冷却手段を支持する
支持体で形成された突起が外郭下面より外方向に飛び出した請求項１～６のいずれか１項
に記載の誘導加熱調理器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、誘導加熱調理器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の誘導加熱調理器は、例えば本体をシステムキッチン等の流し台のキャビ
ネットに組み込み、吸気口を流し台内部に備え、さらにこの吸気口を覆う別体のカバーを
備えたものがあった（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この構成をとる背景として、現在、キッチンの有効活用ということで、ビルトインタイ
プのＩＨクッキングヒーター、ガス調理器等の調理器具の下方に、電気レンジや食器洗い
乾燥機、また引きだし等の収納スペースを設けられている。その際、そのスペースを大き
く使用するために、ビルトインタイプのＩＨクッキングヒーターやガス調理器の本体厚み
をできるだけ薄くする必要性がある。また、収納スペースには、調味料やキッチンペーパ
ー、ビニール袋と調理に関係するものが収納されており、本体のすぐ下方にそれらがある
場合も少なくなくなってきている。
【０００４】
　図１１、１２は特許文献１に記載された従来の吸気構成を有する誘導加熱調理器を示す
ものである。図１１、１２において、鍋等を載置するセラミックプレート等で構成された
天板１があり、その下部には鍋を加熱する加熱コイル２と加熱コイル２を駆動するインバ
ータ基板３と両者を冷却するファンモーター等で構成された冷却手段４が配置されている
。これらの部品は、金属で構成された外郭５により支持され、キャビネット６に設置され
ている。冷却手段４の下方には、本体内部への吸気を導く開口穴７を設けた吸気口８が設
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けられ、さらに、外郭５下面には吸気口８と外郭下面を覆う別体の底カバー９が備えられ
ている。
【０００５】
　このような構成で、キャビネット６内からの吸気を確実に確保することができ、またキ
ャビネット６内の収納物例えば、キッチンペーパーやビニール袋等の薄くて軽いものが、
吸気口８の下にあった際、冷却手段４の吸い込みにより、これらが吸い付き、簡単に吸気
口８が塞がれない構成とすることで、冷却能力が低下し、火力が低減することを防ぎ、火
力感の不足や、加熱の停止というような実調理に影響しないようにしている。
【特許文献１】特開２００６－７３４２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、前記従来の構成では、底カバー９は、外郭５の底面全体を覆っているの
で、大きさが大きくなるため、かさばり、キャビネット６内の収納スペースを少なくさせ
てしまうし、また、底カバー９が別部品になってしまうために、組立の工数がかかったり
、また部品のコストが高くなるという課題を有していた。
【０００７】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、別部品を用いなくても、外郭下面の吸気
口には側面に開口部を設けた複数のブリッジ形状を備え、かつ吸気口へ吸気をガイドする
凸形状を設けることで、キャビネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、火力が低減す
ることなく、通常通り調理できる機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記従来の課題を解決するために、本発明は、外郭下面の吸気口には側面に開口部を設
けた複数のブリッジ形状を備え、かつ吸気口へ吸気をガイドする凸形状を設けることで、
キャビネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、吸気のための冷却通路を確保すること
のできる低コストで組み立てやすい機器を提供することができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の誘導加熱調理器は、外郭下面の吸気口には側面に開口部を設けた複数のブリッ
ジ形状を備え、かつ吸気口へ吸気をガイドする凸形状を設けることで、キャビネット内の
収納物が吸気口に吸い付いても、１部品で吸気のための冷却通路を確保することのできる
低コストで組み立てやすい機器を提供することができる。また、キャビネット内の収納物
が吸気口に吸い付いても、火力を低減することなく通常通りの調理ができる機器をも提供
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　第１の発明は、鍋等を載置する天板と加熱コイルと加熱コイルを駆動するインバータ基
板と内部部品を冷却する冷却手段と全部品を支持する外郭を備え、冷却手段の下方には、
外郭に形成された一体の外部からの空気を吸気させる吸気口を具備し、吸気口は外郭下面
から外方向へ、側面に開口部を設けた複数のブリッジ形状を備え、かつ吸気口の周辺部に
は、外郭下面から吸気口への吸気をガイドする複数の凸形状を設けた構成により、キャビ
ネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、吸気のための冷却通路を確保することのでき
る低コストで組み立てやすい機器を提供することができる。
【００１１】
　第２の発明は、特に第１の発明の吸気口において、複数の開口穴と複数の突起を設けた
構成とすることで、キャビネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、吸気のための冷却
通路を確保することのできる低コストで組み立てやすい機器を提供することができる。
【００１２】
　第３の発明は、特に第１または第２の発明の吸気口において、外郭下面から外方向への
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凸部を形成し、凸部の側面には複数の開口穴が設けられた構成とすることで、キャビネッ
ト内の収納物が吸気口に吸い付いても、吸気のための冷却通路を確保することのできる低
コストで組み立てやすい機器を提供することができる。
【００１３】
　第４の発明は、特に第１～３の発明の吸気口の外周部において、円周状の複数の凸形状
を設けた構成とすることで、キャビネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、吸気のた
めの冷却通路を確保することのできる低コストで組み立てやすい機器を提供することがで
きる。
【００１４】
　第５の発明は、特に第１～４の発明の吸気口の開口部において、本体外周側に設けられ
た構成とすることで、キャビネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、吸気のための冷
却通路を確保することのできる低コストで組み立てやすい機器を提供し、かつより新鮮な
吸気を確保できる冷却性能の優れた信頼性の高い機器をも提供することができる。
【００１５】
　第６の発明は、特に第１～５の発明の吸気口において、複数の開口穴と階段状の凸部を
設けた構成とすることで、キャビネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、吸気のため
の冷却通路を確保することのできる低コストで組み立てやすい機器を提供することができ
る。
【００１６】
　第７の発明は、特に第１～６の発明の吸気口において、複数の開口穴が設けられ、その
一部の開口穴からは冷却手段を支持する支持体で形成された突起が外郭下面より外方向に
飛び出した構成とすることで、キャビネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、吸気の
ための冷却通路を確保することのできる低コストで組み立てやすい機器を提供することが
できる。
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、本実施の形
態によって本発明が限定されるものではない。
【００１８】
　（実施の形態１）
　図１、２、３は、本発明の第１の実施の形態における誘導加熱調理器の裏面斜視図、詳
細斜視図、断面図を示すものである。
【００１９】
　図１～３において、鍋等を載置するセラミックプレート等で構成された天板１１があり
、その下部には鍋を加熱する加熱コイル１２と、加熱コイル１２を駆動するインバータ基
板１３と両者を冷却するファンモーター等で構成された冷却手段１４が配置されている。
これらの部品は、金属で構成された外郭１５により支持され、キャビネット１６に設置さ
れている。冷却手段１４の下方には、本体内部への吸気を導く外郭１５下面から外方向へ
、側面に開口穴１７を設けた複数のブリッジ形状１８（高さ約５～１０ｍｍ）を設けた吸
気口１９が具備されている。つまり、１部品で吸気の構成が成されている。キャビネット
１６内には、収納スペースに収納物２０（キッチンペーパーやビニール袋）が収納されて
いる。
【００２０】
　また、吸気口１９の周辺部には、吸気口１９に向かって構成されている複数の凸形状２
１が並んで外郭１５下面から外方向へ張り出されている。
【００２１】
　以上のように構成された誘導加熱調理器の吸気構成について、以下その動作、作用を説
明する。
【００２２】
　まず、上記構成において、本体内への吸気の径路を考える。キャビネット１６内の空気
が冷却手段１４の能力により吸気口１９の方へ寄せられる。吸気口１９には、側面に開口
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穴１７を設けたブリッジ形状１８があるため、空気は側面の開口穴１７を通って、本体内
に入り、加熱コイル１２やインバータ基板１３を冷却していく。次に、キャビネット１６
内の収納スペースにある収納物２０（キッチンペーパーやビニール袋）が、冷却手段１４
の能力により吸気口１９に吸い付いた時のことを考える。収納物２０は、軽くて薄いため
、吸気口１９全体を覆ってしまう。ところが、吸気口１９には、側面に開口穴１７を有す
る複数のブリッジ形状１８で構成されており、収納物２０はブリッジ形状１８の底面には
、当るが、開口穴１７のある側面までは、塞ぐことはできない。さらに、吸気口１９の周
辺部には、外郭１５下面に形成された複数の凸形状２１があるために、収納物２０が吸気
口１９に吸い付いたとしても、一定の冷却径路は確保することができるため、吸気が全く
なくなるということはない。
【００２３】
　このように、外郭下面の吸気口には側面に開口部を設けた複数のブリッジ形状を備え、
かつ吸気口へ吸気をガイドする凸形状を設けることにより、キャビネット内の収納物が吸
気口に吸い付いても、外郭１部品で吸気のための冷却通路を確実に確保することができる
。
【００２４】
　以上のように、本実施の形態においては、外郭下面の吸気口には側面に開口部を設けた
複数のブリッジ形状を備え、かつ吸気口へ吸気をガイドする凸形状を設けることで、キャ
ビネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、１部品で吸気のための冷却通路を確保する
ことのできる低コストで組み立てやすい機器を提供できる。また、キャビネット内の収納
物が吸気口に吸い付いても、冷却性能が大きく変わらず、火力を低減することなく通常通
りの調理ができる機器をも提供することができる。
【００２５】
　なお、ここではビルトインタイプの機器で説明しているが、吸気口が外郭下面にある据
置、及び卓上タイプの機器でも同様の効果が得られる。
【００２６】
　（実施の形態２）
　図４は本発明の第２の実施の形態における誘導加熱調理器の詳細斜視図を示すものであ
る。
【００２７】
　図４、５において、基本的な構成は実施の形態１と同様であるため、構成の違うところ
のみを説明する。吸気口１９において、複数の開口穴２２が同配列で構成され、それらの
間に外郭１５の絞りで構成された突起２３（高さ約５～１０ｍｍ）が同配列で形成されて
いる。
【００２８】
　以上のように構成された誘導加熱調理器の吸気構成について、以下その動作、作用を説
明する。
【００２９】
　動作、作用についても、実施の形態１の内容と違う部分についてだけ述べるため、同様
の内容は実施の形態１を参照とする。キャビネット１６内の、収納スペースにある収納物
２０（キッチンペーパーやビニール袋）が、冷却手段１４の能力により吸気口１９に吸い
付いた時のことを考える。収納物２０は、軽くて薄いため、吸気口１９全体を覆ってしま
う。ところが、吸気口１９には、開口穴２２の近傍には開口穴２２より外側に飛び出した
複数の突起２３が形成されているため、開口穴１７は、完全に塞がれるということはない
。さらに、吸気口１９の周辺部には、外郭１５下面に形成された複数の凸形状２１がある
ために、収納物２０が吸気口１９に吸い付いたとしても、一定の冷却径路は確保すること
ができるため、吸気が全くなくなるということはない。
【００３０】
　以上のように、本実施の形態においては、外郭下面の吸気口には複数の開口穴と複数の
突起を設け、かつ吸気口へ吸気をガイドする凸形状を設ける構成とすることで、キャビネ
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ット内の収納物が吸気口に吸い付いても、１部品で吸気のための冷却通路を確保すること
のできる低コストで組み立てやすい機器を提供できる。また、キャビネット内の収納物が
吸気口に吸い付いても、冷却性能が大きく変わらず、火力を低減することなく通常通りの
調理ができる機器をも提供することができる。
【００３１】
　当然、実施の形態１に記した同様の効果も得られる。
【００３２】
　（実施の形態３）
　図５は本発明の第３の実施の形態における誘導加熱調理器の詳細斜視図を示すものであ
る。
【００３３】
　図５において、基本的な構成は実施の形態１と同様であるため、構成の違うところのみ
を説明する。吸気口１９において、外郭１５下面から外方向への凸部２４を形成し、凸部
２４の側面には複数の開口穴２５が構成されている。
【００３４】
　以上のように構成された誘導加熱調理器の吸気構成について、以下その動作、作用を説
明する。
【００３５】
　動作、作用についても、実施の形態１の内容と違う部分についてだけ述べるため、同様
の内容は実施の形態１を参照とする。キャビネット１６内の、収納スペースにある収納物
２０（キッチンペーパーやビニール袋）が、冷却手段１４の能力により吸気口１９に吸い
付いた時のことを考える。収納物２０は、軽くて薄いため、吸気口１９全体を覆ってしま
う。ところが、吸気口１９には、外郭１５下面から外方向へ飛び出した凸部２４があり、
その側面には開口穴２５が開いている。さらに、吸気口１９つまり、開口穴２５の周辺部
には、外郭１５下面に形成された複数の凸形状２１があるために、吸い付いた収納物２０
は凸部２４の底面、凸形状２１の底面に当って、側面の開口穴２５は、完全に塞がれると
いうことはない。これらにより、一定の冷却径路は確保することができるため、吸気が全
くなくなるということはない。
【００３６】
　以上のように、本実施の形態においては、外郭下面の吸気口には、外郭下面から外方向
への凸部を形成し、凸部の側面には複数の開口穴が設けられた構成とすることで、キャビ
ネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、１部品で吸気のための冷却通路を確保するこ
とのできる低コストで組み立てやすい機器を提供できる。また、キャビネット内の収納物
が吸気口に吸い付いても、冷却性能が大きく変わらず、火力を低減することなく通常通り
の調理ができる機器をも提供することができる。
【００３７】
　なお、本実施の形態では、凸部２３の底面部に開口穴は設けられていないが、設けられ
ていてもよく、通常の状態（収納物の吸い付きがない状態）では、より吸気面積を確保す
ることができるため、冷却性能はさらによくすることができる。
【００３８】
　当然、実施の形態１、２に記した同様の効果も得られる。
【００３９】
　（実施の形態４）
　図６は本発明の第４の実施の形態における誘導加熱調理器の詳細斜視図を示すものであ
る。
【００４０】
　図６において、基本的な構成は実施の形態２と同様であるため、構成の違うところのみ
を説明する。吸気口１９には複数の開口穴２１と、略中央部に外郭１５下面から外方向へ
でた突起２６が構成され、吸気口１９の外周部においては、円周状の複数の凸形状２７が
設けられている。
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【００４１】
　以上のように構成された誘導加熱調理器の吸気構成について、以下その動作、作用を説
明する。
【００４２】
　動作、作用についても、実施の形態２の内容と違う部分についてだけ述べるため、同様
の内容は実施の形態２を参照とする。キャビネット１６内の、収納スペースにある収納物
２０（キッチンペーパーやビニール袋）が、冷却手段１４の能力により吸気口１９に吸い
付いた時のことを考える。収納物２０は、軽くて薄いため、吸気口１９全体を覆ってしま
う。ところが、吸気口１９には、略中央部に突起２６が設けられ、さらに外周部には円周
状の凸形状２７が設けられているため、収納物２０は、それぞれの凸の底面に当り、開口
穴２１が、完全に塞がれるということはない。そして、外周部の凸形状２７は、複数のた
めそれらに切れ目２８があるため、そこが吸気の径路をも構成させている。さらに吸気口
１９の周辺部、つまり外周の凸形状２７の外側近傍には、外郭１５下面に形成された複数
の凸形状２１があるために、より確実な一定の冷却径路を確保することができるため、吸
気が全くなくなるということはない。
【００４３】
　以上のように、本実施の形態においては、吸気口の外周部において、円周状の複数の凸
形状を設けた構成とすることで、キャビネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、１部
品で吸気のための冷却通路をさらに確実に確保することのできる低コストで組み立てやす
い機器を提供できる。また、キャビネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、冷却性能
が大きく変わらず、火力を低減することなく通常通りの調理ができる機器をも提供するこ
とができる。
【００４４】
　なお、本実施の形態では、略中心部に突起を設けて説明したが、略中央に限らず、どの
位置でもよく、また複数あっても同様の効果が得られる。
【００４５】
　当然、実施の形態１～３に記した同様の効果も得られる。
【００４６】
　（実施の形態５）
　図７は本発明の第５の実施の形態における誘導加熱調理器の詳細斜視図を示すものであ
る。
【００４７】
　図７において、基本的な構成は実施の形態１と同様であるため、構成の違うところのみ
を説明する。吸気口の開口穴２９は、本体外周側に設けられている。
【００４８】
　以上のように構成された誘導加熱調理器の吸気構成について、以下その動作、作用を説
明する。
【００４９】
　動作、作用についても、実施の形態１の内容と違う部分についてだけ述べるため、同様
の内容は実施の形態１を参照とする。キャビネット１６内の、収納スペースにある収納物
２０（キッチンペーパーやビニール袋）が、冷却手段１４の能力により吸気口１９に吸い
付いた時のことを考える。収納物２０は、軽くて薄いため、吸気口１９全体を覆ってしま
う。ところが、吸気口１９には、外殻１５下面から外方向へ飛び出した凸部に設けられた
開口穴２９が外郭外周側に向いて開いている。さらに、吸気口１９つまり、開口穴２９の
周辺部には、外郭１５下面に形成された複数の凸形状２１があるために吸い付いた収納物
２０は凸部の底面、凸形状の底面に当って、側面の開口穴２９は、完全に塞がれるという
ことはない。これらにより、一定の冷却径路は確保することができるため、吸気が全くな
くなるということはない。さらに、開口穴２９は、外郭外周側に向いているため、より外
気に近い空気（室温に近い空気－キャビネット内で温まっていない空気）を間近に吸い込
むことができるため、内部部品の冷却に対しても、効率よくできるので、より火力を維持



(8) JP 2008-140675 A 2008.6.19

10

20

30

40

50

できる加熱性能のよい機器にすることができる。
【００５０】
　以上のように、本実施の形態においては、吸気口の開口部において、本体外周側に設け
られた構成とすることで、キャビネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、１部品で吸
気のための冷却通路を確保することのできる低コストで組み立てやすい機器を提供できる
。また、キャビネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、より新鮮な空気を吸気できる
冷却性能がよく、火力低減のない通常通りの調理ができる機器をも提供することができる
。
【００５１】
　なお、本実施の形態では、開口部２９が横方向に設けられているが、前方でもよく同様
の効果が得られるし、また、吸気口が本体後方に形成されているならば、後方でもよい。
【００５２】
　当然、実施の形態１～４に記した同様の効果も得られる。
【００５３】
　（実施の形態６）
　図８は、本発明の第６の実施の形態における誘導加熱調理器の詳細斜視図を示すもので
ある。
【００５４】
　図８において、基本的な構成は実施の形態１と同様であるため、構成の違うところのみ
を説明する。吸気口１９において、複数の開口穴３０と階段状の凸部３１が設けられてい
る。
【００５５】
　以上のように構成された誘導加熱調理器の吸気構成について、以下その動作、作用を説
明する。
【００５６】
　動作、作用についても、実施の形態１の内容と違う部分についてだけ述べるため、同様
の内容は実施の形態１を参照とする。キャビネット１６内の、収納スペースにある収納物
２０（キッチンペーパーやビニール袋）が、冷却手段１４の能力により吸気口１９に吸い
付いた時のことを考える。収納物２０は、軽くて薄いため、吸気口１９全体を覆ってしま
う。ところが、吸気口１９には、階段状の凸部３１が複数の開口穴３０上に構成されてい
るため、開口穴３０は、完全に塞がれるということはない。さらに、吸気口１９の周辺部
には、外郭１５下面に形成された複数の凸形状２１があるために、収納物２０が、吸気口
１９に吸い付いたとしても、一定の冷却径路は確保することができるため、吸気が全くな
くなるということはない。
【００５７】
　以上のように、本実施の形態においては、外郭下面の吸気口には複数の開口穴と複数の
階段状の凸部を設け、かつ吸気口へ吸気をガイドする凸形状を設ける構成とすることで、
キャビネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、１部品で吸気のための冷却通路を確保
することのできる低コストで組み立てやすい機器を提供できる。また、キャビネット内の
収納物が吸気口に吸い付いても、冷却性能が大きく変わらず、火力を低減することなく通
常通りの調理ができる機器をも提供することができる。
【００５８】
　なお、階段状の凸部のＸＹ平面上の向きは、どの方向でもよく、同様の効果が得られる
。
【００５９】
　当然、実施の形態１～５に記した同様の効果も得られる。
【００６０】
　（実施の形態７）
　図９、１０は、本発明の第７の実施の形態における誘導加熱調理器の詳細斜視図、詳細
断面図を示すものである。
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【００６１】
　図９、１０において、基本的な構成は実施の形態１と同様であるため、構成の違うとこ
ろのみを説明する。吸気口１９において、複数の開口穴３２が設けられ、その一部の開口
３３穴からは冷却手段１４を支持する樹脂で構成された支持体３４で形成された突起３５
（高さ約５～１０ｍｍ）が外郭下面より外方向に飛び出している。
【００６２】
　以上のように構成された誘導加熱調理器の吸気構成について、以下その動作、作用を説
明する。
【００６３】
　動作、作用についても、実施の形態１の内容と違う部分についてだけ述べるため、同様
の内容は実施の形態１を参照とする。キャビネット１６内の、収納スペースにある収納物
２０（キッチンペーパーやビニール袋）が、冷却手段１４の能力により吸気口１９に吸い
付いた時のことを考える。収納物２０は、軽くて薄いため、吸気口１９全体を覆ってしま
う。ところが、吸気口１９には、一部の複数の開口穴３３から突起３５が外郭下面より外
側に飛び出している。つまり、開口穴３２の近傍には開口穴３２より外側に飛び出した突
起３５が形成されているため、開口穴３２は、完全に塞がれるということはない。さらに
、吸気口１９の周辺部には、外郭１５下面に形成された複数の凸形状２１があるために、
収納物２０が吸気口１９に吸い付いたとしても、一定の冷却径路は確保することができる
ため、吸気が全くなくなるということはない。また、突起３５は樹脂で構成されているた
め、フレキシブルな形状を作成させることができるため、より吸い付きずらく、吸気径路
を構成できるような突起形状を自由に容易に形成できる。
【００６４】
　以上のように、本実施の形態においては、外郭下面の吸気口において、複数の開口穴が
設けられ、その一部の開口穴からは冷却手段を支持する支持体で形成された突起が外郭下
面より外方向に飛び出した構成とすることで、キャビネット内の収納物が吸気口に吸い付
いても、吸気のための冷却通路を確保することのできる低コストで組み立てやすい機器を
提供できる。また、キャビネット内の収納物が吸気口に吸い付いても、冷却性能が大きく
変わらず、火力を低減することなく通常通りの調理ができる機器をも提供することができ
る。
【００６５】
　当然、実施の形態１～６に記した同様の効果も得られる。
【産業上の利用可能性】
【００６６】
　以上のように、本発明にかかる誘導加熱調理器の吸気構成により、ビルトイン、及び据
置、卓上タイプのあらゆる調理機器の用途にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】本発明の実施の形態１における誘導加熱調理器の裏面斜視図
【図２】本発明の実施の形態１における誘導加熱調理器の詳細斜視図
【図３】本発明の実施の形態１における誘導加熱調理器の断面図
【図４】本発明の実施の形態２における誘導加熱調理器の詳細斜視図
【図５】本発明の実施の形態３における誘導加熱調理器の詳細斜視図
【図６】本発明の実施の形態４における誘導加熱調理器の詳細断面図
【図７】本発明の実施の形態５における誘導加熱調理器の詳細斜視図
【図８】本発明の実施の形態６における誘導加熱調理器の詳細斜視図
【図９】本発明の実施の形態７における誘導加熱調理器の詳細斜視図
【図１０】本発明の実施の形態７における誘導加熱調理器の詳細断面図
【図１１】従来の誘導加熱調理器の裏面斜視図
【図１２】従来の誘導加熱調理器の断面図
【符号の説明】
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【００６８】
　１１　天板
　１２　加熱コイル
　１３　インバータ基板
　１４　冷却手段
　１５　外郭
　１６　キャビネット
　１７、２２、２５、２９、３０、３２　開口穴
　１８　ブリッジ形状
　１９　吸気口
　２０　収納物
　２１　凸形状
　２３、２６　突起
　２４　凸部
　２７　円周状の凸形状
　２８　切れ目
　３１　階段状の凸部
　３３　一部の開口穴
　３４　支持体
　３５　支持体で構成された突起
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